
 昨日の津波注意報・警報には驚きましたね。昨年も８月に南海トラフ地震臨時情報が出されました。豊田西保育
園は、津波対象外区域、土砂災害対象外区域ですが、洪水ハザードマップ天竜川想定区域には含まれています。津
波や土砂災害リスクは低いものの、豪雨や河川増水による浸水の可能性があります。保育園では、洪水に備えた避難
訓練や毎月備蓄品の確認をしています。コロナ渦で手洗いやうがいを習慣化したように、防災も習慣化することが大切
です。地震も大雨も増加傾向にあります。保護者の皆様も、ご家庭での再確認とともに災害時にスムーズに動くことが
できるよう、災害時のお迎え方法や連絡手段などについて、定期的に確認をお願いします。※令和６年８月付「自然災
害等における市内認可保育施設及び保育園枠園児に関わる臨時休園措置等について」もご確認ください。（入園のしおり） 
あと１週間で、希望保育になります。お休みを取られるご家庭は、ご家族での時間を大切にゆったりとしたひと時をお
過ごしください。登園されるお子さんについては、いつもと少し異なる環境になりますが、家庭的な雰囲気の中で、一人
一人に寄り添いながら、ゆったりとした時間を大切にしていきます。
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磐田市立豊田西保育園 

2回目の交流では、当初、1年生の生活科「夏がやってきた」という学習で、夏らしい遊びを一緒に楽しむ予定でした。しか
し当日は、暑さが厳しかったため教室での遊びに変更。1 年生が「みんなが楽しめる遊び」を考え、集団ゲーム「じゃんけん列
車とハンカチ落とし」を行いました。ハンカチ落としは初めての遊び。そこで、１年生の先生が、見本をやって見せてくれたり、年
長児と 1 年生がペアになって鬼ができるようにしてくれたりと上手に働きかけてくださいました。一緒に遊ぶ楽しさを共有したこと
で児童との距離も縮まり、休憩時間には 1 年生から、「トイレに連れて行ってあげる 」と声を掛けてもらい、笑顔でついていっ
た子どもたち。年長児の感想では、「1 年生が優しかった。」「1 年生の顔がわかってきた。今度は名前を聞いてみたい 」「保
育園に来てほしい。今度は、自分たちが知っている遊びを一緒にやりたい 」など、今後も交流を楽しみにする意欲が感じら
れました。帰りには、校長先生が見送ってくださる中で、言葉を交わすことができ、また秋に交流する楽しみにつながりました。
8 月には、1 年担任の 3 名の先生方が 1 日保育体験をします。保育で大切にしている学びや子どもたちの発達を知り、

学校での学習につなげていただけるといいなと思います。

園目標      「笑顔いっぱい・元気いっぱい・夢いっぱい」 
重点目標     先生や友達と喜んで関わる子 ・ 心も体もたくましい子 ・ 夢中になって遊ぶ子 

令和 7年 7月 31日 
磐田市立豊田西保育園 

部屋で氷遊び
夏の暑さで外遊びが難しい時
期は、涼しく楽しめる氷遊びを取り
入れています。氷の冷たさや解け
る様子に触れながら、子どもたちの
豊かな五感が刺激されています。 

消防職員の方より、「花火を安全に楽しむ
ルール」を寸劇を交えて学びました。子どもたち
は、「大人と一緒にやる」「水バケツを用意す
る。終わった後は、水に付けて消す」「人に向け
ない」といった、大切な約束を楽しいやり取りの
中で自然と身に付けていきました。その後は、
一人一本ずつ手持ち花火を体験。ドキドキす
る子もいましたが、友達や先生、消防職員の
方に見守られながら楽しむ姿が見られました。 

今年は集会の形は取らず、クラスごとに小規模で
温かい雰囲気の中で七夕の日を過ごしました。た
だ、お楽しみの七夕シアターは、7 月 1 日から毎日
開催。子どもたちは観たい日に遊戯室に集まりまし
た。織姫と彦星の話に触れながら、子どもたちの想
像の世界も広がったようでした。 



★９月の主な行事★
1日(月)：防災の日 ２日(火)：身体測定（幼児） ３日(水)：身体測定（未満）
９日(火)：園庭開放 １２日(金)：プール納め・４，５歳児午睡終了
１７日(水)：避難訓練(地震) 25日(木)：給食費等振替日

★お知らせとお願い★

【８月８日(金)の持ち帰り物について】
下記の用具を持ち帰ります。(直しや確認をお願いします)
○防災頭巾・・・ほつれ、ゴム伸び、天日干し、氏名の確認 ○上靴・・・サイズの確認、洗う、氏名の確認
○着替え袋・・・中身確認、ビニール袋補充、氏名の確認 ○サンダル・・・記名の確認
○通園バッグ・・・洗う、氏名の確認 ○午睡用具・・・洗う、天日干し
○水着・どろんこ服 ※0，1，2歳児・・・避難用着替え、上靴

○個人面談のご協力ありがとうございました。
面談を通して、日頃のお子さんの様子や成長した姿など、保護者の皆様と話すよい機会となりました。
今後も、家庭と保育園とが連携して保育をすすめていきたいと思います。


